
トスク佐治店等の現況、協議状況まとめ 

【対応状況まとめ】 

１．対応者 （JA 側対応） JA いなば佐治店 店長 

JA いなば理事（佐治担当） 

米山氏（第１、２、３回対応） 

西尾氏（第３回対応） 

（トスク側対応） トスク（株）代表取締役社長 小谷氏（第３回対応） 

（支所側対応） 佐治町総合支所長 

地域振興課長 

地域振興課課長補佐 

下田（第３回対応） 

下石（第１、２、３回対応） 

倉持（第３回対応） 

２．実施日及び方法 （第 1 回）令和４年５月１７日（火） 架電による 

（第 2 回）令和４年５月２１日（金） 架電による 

（第 3 回）令和４年７月２８日（木） 支所執務室にて対面協議 

 

【第１、２回の協議まとめ】 

１．聞き取り、協議内容について 

（１）JA いなば佐治店への聞き取り、協議について 

①4/28 開催の佐治町地域振興会議にて、新聞報道でのトスク施設の整理統廃合につ

いての記事について質問あり。鳥取市（佐治町総合支所）としても、JA を通じて状況

把握と情報共有が行いたいと考えている。（佐治町総合支所（以下「支所」と言う。）） 

②この件について、JA 佐治店と西尾理事で協議を行っており、トスク（株）（以下「トスク」

と言う。）の責任者（取締役等）からの説明を受ける場を設けるように検討している。

（JA 鳥取いなば佐治店（以下「JA 佐治」と言う。）） 

③トスク佐治店は、佐治町内の重要生活インフラであり、存廃により住民への影響が大

きいと考えている。（支所） 

④仮に廃止などとなると影響も大きい。しっかりと住民への情報の提供が必要と考えて

いるので、トスク側と意見交換や情報共有の場の設定をお願いしたい。（支所） 

⑤上記④について、（理事等のスケジュールを勘案し）６月くらいに、情報提供・協議の

場を設定したい。支所にもご協力いただきたい。（JA 佐治） 
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【第３回の協議まとめ】 

１．聞き取り、協議内容について 

（１）トスク（株）の説明 

令和４年７月２８日に、トスクの小谷代表取締役社長が佐治町総合支所に来庁。トスク佐

治店の今後の対応について説明を受ける。内容については以下のとおり。 

①トスク佐治店について令和４年１０月末に閉店を予定している。 

②ＪＡ鳥取いなば、全農とっとりなどの関係団体からも経営改善の要請が出ている状況。 

③また、店舗増強等の投資ができる経営体力もないことから、止むを得ず不採算店舗の

閉店について着手することとなったもの。 

④店舗閉店後に地域住民の生活にも影響が大きいことから、佐治地域内での配達式の

商品販売方法を現在検討中。 

（２）説明を受けてのトスク、JA 佐治、支所との協議内容 

①本年５月から JA 佐治を通じて説明を求めてきたが、それまで対応いただけず、突然

に閉店の報告となったことについて説明を受ける。 

②トスク佐治店の閉鎖までの経緯、トスク内での手続きの状況を確認。 

③固定店舗廃止を踏まえ、代替案として検討中の配送サービスの内容聞き取りを行う。 

④上記③について支所としての意見を述べる。また、意見後の検討内容について、トス

クより情報提供を依頼。 

※本協議内容は市長、及び市民生活部長へ報告済み。市役所内部で情報共有されている。 
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合同会社あば商店 事前調査まとめ 

 

１．調査日時等 

実施日時 令和４年８月１８日 午後２時～３時まで 

実施場所 あば商店会議室（岡山県津山市阿波 1220） 

対応者 （合同会社あば村） 石原 代表社員 

皆木 顧問 

 （佐治町総合支所） 下田 支所長 

下石 副支所長 

 

２．あば商店概要等 

名称（商店及び運

営母体） 

（商店名称）あば商店 

（運営母体）合同会社あば村 

あらまし ・２００５（H１７）の市町村合併（阿波村→津山市）後、急速に高齢

化・人口減少が進行。（合併時８００人弱の人口がＲ２時点で５

００人弱まで減少） 

・２０１３（Ｈ２５）の２月に、阿波地域唯一のガソリンスタンド（ＳＳ）

が１年後の撤退を表明。これを機に２０１４（H２６）の２月に住民

出資による「合同会社あば村」を設立。 
・ＳＳと食料品等を販売する商店の運営を開始し、阿波地区の小

さな拠点づくりに取り組んでいる。 
運営状況 ・施設・設備は前事業者（ＪＡ）からの無償貸与。 

・商店については旧農協店舗を活用、以前の農協店舗は日用雑

貨の取扱はしていなかったが、現在は、商店設立から食料品を

含む日用雑貨の販売を行っている。 

・商店の商品仕入れについては、２０２０（R２）より「Y ショップ」と

提携して商品仕入れを実施。 

・ＳＳは１０％程度、商店は２０～３０％の利益率。 

・ＳＳは国の補助を活用して、２０１６（Ｈ２８）に燃料タンクの対応

工事を実施。次回の更新が２０２６（Ｒ８）を予定。 

・SS の燃料は JA 系列の燃料店から購入。 

・合同会社の運営以外にも、地域内で活動する各種団体（農業

公社的団体、養魚関係団体等）の連携・活動調整を図る「あば

村山村活性化協議会」の事務を受け持っている。 
・ＳＳ・商店の専属職員は２人、人員が不足する場合、地域住民

のボランティア参加により運営。 
・２０２１（Ｒ３）事業全体の売上が４,０００万円弱 
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立地等 ・商店・ＳＳは、阿波地区の中心地区に位置し、周辺に津山市阿

波出張所、公民館、福祉施設、温泉施設、飲食・宿泊店舗が立

ち並んでいる。 

・津山市の中心部まで約３０km の位置。隣町の加茂町の中心地

までは約１１km の距離が有る。 

・本商店以外の地域内に固定の販売店舗（SS 含む）は無く、一

番近い店舗は加茂町内となる。 

その他の提供サー

ビス 

【あば商店】 

・移動販売（宅配含む）と住民見守り活動（※阿波、加茂地区で

事業展開中） 

【関連団体の連携サービス】 

・その他地域の団体において、キャンプ場運営、地域農産物の

加工・生産・販売、移住者向け住宅紹介事業をしており、それら

事業との連携事業や提携事業を展開している。 

課題等 ・ＳＳ・商店のいずれも、今後の設備更新の財源確保が課題。特

にＳＳは次回の更新時に大きな投資が想定されている。 

・適切な賃金等を支払ったうえでの健全経営を検討する必要が

ある。 

・官公需がＳＳの売り上げを支えており、今後は地域住民全体で

ＳＳ・商店を支える機運を醸成することが重要。 

・４０～５０代の住民への参画を進める必要があるが現状、代表

社員や執行社員はボランティアで対応していることから、参画

が難しく、今後は次世代への引継ぎが課題。 

 

 

 

 

 

 

-4-



 

            

-5-

【資料３】
※8/10開催の市議会閉会中委員会資料より


